
     
 
 
  

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

校
庭
の
梅
が
紅
白
の
花
を
咲
か
せ
、
日
ご

と
に
春
の
気
配
を
感
じ
る
頃
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
一
か
月
で
す
。

保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
、
関
係
の
皆

様
方
、
今
年
度
も
本
校
の
教
育
に
対
し
ま
し

て
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

六
年
生
に
と
っ
て
は
、
六
年
間
で
最
後
の

一
か
月
と
な
り
ま
す
。
六
年
生
を
送
る
会
・

六
年
生
と
遊
ぶ
会
・
校
長
と
の
会
食
・
お
別

れ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
実
に
さ
ま
ざ
ま
な

卒
業
の
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
三
月
は
、

一
年
間
の
ま
と
め
や
ふ
り
返
り
の
学
習
と

と
も
に
、
卒
業
・
進
級
に
向
け
た
行
事
を
通

し
て
、
自
分
の
成
長
を
確
か
め
、
新
し
い
学

年
へ
の
希
望
を
も
た
せ
る
た
め
の
学
習
を

進
め
て
い
き
ま
す
。 

さ
て
、
い
よ
い
よ
二
〇
一
九
年
度
が
始
ま

り
ま
す
。
新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
一
年
後

の
二
〇
二
〇
年
度
に
完
全
実
施
さ
れ
る
に
あ

た
り
、
移
行
期
間
と
し
て
の
最
後
の
一
年
間 

        

  

と
な
り
ま
す
。
こ
の
期
間
は
、
一
部
新
し
い

学
習
指
導
要
領
の
も
と
で
学
習
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
お
知
ら
せ
し
て
き
た
通

り
、
外
国
語
活
動
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

今
ま
で
五
、
六
年
生
で
行
っ
て
い
た
外
国
語

活
動
は
、
三
、
四
年
生
で
実
施
し
、
高
学
年

の
外
国
語
は
教
科
化
さ
れ
ま
す
。
二
〇
二
〇

年
度
に
新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
完
全
実
施

さ
れ
た
時
に
は
、
三
・
四
年
生
は
、
年
間
三

十
五
時
間
（
週
一
時
間
）
、
五
・
六
年
生
は
、

年
間
七
十
時
間
（
週
二
時
間
）
の
外
国
語
の

授
業
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

移
行
期
間
二
年
目
で
あ
る
来
年
度
は
、

三
・
四
年
生
は
年
間
三
十
時
間
、
五
・
六
年

生
は
年
間
六
十
五
時
間
の
外
国
語
活
動
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
今
年
度
は
三
年
生
以
上

が
年
間
プ
ラ
ス
十
五
時
間
の
外
国
語
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
二
倍
の
年

間
プ
ラ
ス
三
十
時
間
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。 

そ
れ
に
伴
い
、
授
業
時
数
の
確
保
の
た
め

に
水
曜
日
の
授
業
時
間
を
見
直
し
ま
し
た
。

週
一
時
間
の
授
業
を
確
保
す
る
た
め
に
、
一

部
を
除
き
原
則
と
し
て
水
曜
日
は
六
時
間
授

業
と
し
ま
す
。
二
〇
二
〇
年
度
の
完
全
実
施

に
伴
う
年
間
三
十
五
時
間
の
授
業
時
数
増
に

向
け
て
必
要
な
措
置
と
な
り
ま
す
。
皆
様
の

ご
理
解
の
ほ
ど
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

三
月
十
三
日
に
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
大
使
館

の
方
を
お
迎
え
し
て
四
年
生
を
対
象
に
ル
ー

マ
ニ
ア
の
文
化
に
つ
い
て
体
験
的
に
学
ぶ
機

会
を
も
ち
ま
す
。
今
回
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の

楽
器
で
あ
る
パ
ン
フ
ル
ー
ト
の
演
奏
と
ピ
ア

ノ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
楽
し
め
ま
す
。

保
護
者
、
地
域
の
皆
様
に
も
感
動
の
ひ
と
と

き
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
よ
う
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

―
学
校
評
価
に
つ
い
て
― 

昨
年
末
に
、
保
護
者
の
皆
様
に
は
学
校
評

価
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
裏
面
の
よ
う
に
ま
と

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
校
の
教
育

活
動
に
つ
い
て
概
ね
、
良
好
な
評
価
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
、
改
善

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
あ
り
ま
す
。
来

年
度
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
さ
ら
に
充
実

し
た
教
育
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今

後
と
も
保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

三
月
の
行
事
予
定 

1
（
金
）
特
別
時
程
・
五
時
間
授
業
・
卒
業
を
祝
う
会 

4
（
月
）
委
員
会
活
動 

6
（
水
）
午
前
授
業
・
学
力
補
習 

7
（
木
）
五
時
間
授
業
・
学
力
補
習 

8
（
金
）
五
時
間
授
業
（
二
～
六
年
）・
学
力
補
習 

11
（
月
）
避
難
訓
練
・
ク
ラ
ブ
活
動 

13
（
水
）
ル
ー
マ
ニ
ア
大
使
館
交
流
（
四
年
） 

20
（
水
）
給
食
終 

21
（
木
）
春
分
の
日
・
合
唱
団
発
表
会 

22
（
金
）
修
了
式 

25
（
月
）
卒
業
式
（
五
、
六
年
生
の
み
登
校
） 

26
（
火
）
春
季
休
業
日
始 

新
年
度
の
予
定 

5
（
金
）
春
季
休
業
日
終 

入
学
式
準
備
（
新
六
年
、
新
二
年
） 

8
（
月
）
始
業
式
・
入
学
式 

9
（
火
）
給
食
始
・
午
前
授
業 

            

来
年
度
に
向
け
て 

校
長 

 

大
槻 
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No．３８３ 

平成３１年３月 

練馬第二小学校 

校長 大槻 亨 

★
今
月
の
生
活
目
標 

・
学
校
を
き
れ
い
に
し
よ
う
。 

・
机
・
ロ
ッ
カ
ー
の
整
理
整
と
ん
を
す
る
。 

・
み
ん
な
が
使
う
と
こ
ろ
を
き
れ
い
に
す
る
。 

～

2019

年

度

の

主

な

行

事

予

定

～ 

・
運
動
会 

九
月
二
十
八
日
（
土
） 

・
展
覧
会 

十
一
月
十
五
日
（
金
） 

十
六
日
（
土
） 

・
保
護
者
会 

高
学
年
四
月
十
日
（
水
） 

 
 
 
 
 
 

中
学
年
四
月
十
一
日
（
木
） 

 
 
 
 
 
 

低
学
年
四
月
十
二
日
（
金
） 

○
現
段
階
で
の
予
定
で
す
。
詳
し
い
年
間
行
事
予
定

は
、
新
年
度
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 



委
員
会
活
動
を
ふ
り
か
え
っ
て 

代
表
委
員
会 

菊
地 

美
里
・
半
田 

友
実 

「
勇
気
と
友
情
を
大
切
に
し
て
、
最
高
の
学

校
を
築
こ
う
」
と
い
う
全
校
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
作

り
、
練
二
小
が
よ
り
よ
い
学
校
に
な
る
よ
う
、

自
分
た
ち
で
工
夫
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
第
二
、
第
四
火
曜
日
の
昼
休
み
に
「
フ

ァ
イ
ト
＆
フ
レ
ン
ド
デ
ー
」
と
題
し
、
学
年
関

係
な
く
み
ん
な
で
遊
ぶ
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

練
二
小
が
よ
り
仲
良
く
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
学
校

に
な
る
よ
う
に
、
力
を
尽
く
し
て
活
動
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

放
送
委
員
会 

杉
山 

知
久
・
菅
野 

僚 

 

放
送
委
員
会
は
、
朝
・
昼
・
放
課
後
の
放
送

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
集
会
で
マ
イ
ク
の
準

備
を
し
た
り
、
運
動
月
間
に
校
庭
で
音
楽
を
流

し
た
り
し
ま
す
。
今
年
度
は
リ
ク
エ
ス
ト
ボ
ッ

ク
ス
を
作
り
、
昼
の
放
送
で
リ
ク
エ
ス
ト
曲
を

流
し
ま
し
た
。
学
校
の
生
活
時
程
に
関
わ
る
大

切
な
仕
事
な
の
で
、
責
任
を
も
っ
て
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。 

 

運
動
委
員
会 

武
井 

一
彦
・
藤
貫 

純 

運
動
委
員
会
で
は
、
学
校
の
み
ん
な
が
安
全

に
楽
し
く
体
育
の
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
体

育
倉
庫
の
整
理
整
頓
や
ボ
ー
ル
の
空
気
入
れ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
新
し
い
遊
び

や
運
動
を
紹
介
し
て
、
休
み
時
間
の
遊
び
を
広

げ
る
活
動
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

図
書
委
員
会 

神
田 

麻
緒
・
神
谷 

文
子 

 

「
練
二
小
の
子
供
た
ち
が
本
に
親
し
み
、
読

書
を
楽
し
め
る
よ
う
に
」
と
い
う
め
あ
て
を
も

っ
て
活
動
し
ま
し
た
。
常
時
活
動
と
し
て
本
の

貸
し
出
し
・
返
却
の
対
応
や
整
理
整
頓
を
行
っ

た
ほ
か
、
お
す
す
め
の
本
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ

た
り
、
読
書
週
間
に
向
け
て
の
活
動
を
し
た
り

し
ま
し
た
。
ま
た
今
年
度
は
、
新
し
い
取
組
と

し
て
、
図
書
新
聞
の
発
行
、
昼
休
み
の
読
み
聞

か
せ
を
し
ま
し
た
。
本
好
き
の
子
供
た
ち
が
、

図
書
委
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

 環
境
委
員
会 

 
 
 
 

鈴
木 

裕
文
・
佐
藤 

麗
子 

学
校
の
環
境
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
活

動
を
し
て
き
ま
し
た
。
主
に
校
内
の
掲
示
板
の

整
備
、
屋
上
環
境
の
整
備
、
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回

収
で
す
。
委
員
会
の
時
間
を
利
用
し
て
、
屋
上

の
ビ
オ
ト
ー
プ
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
ま
た
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
の
呼
び
か
け

の
ポ
ス
タ
ー
制
作
に
も
取
り
組
み
、
四
月
か
ら

十
二
月
ま
で
約
十
万
個
も
集
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
児
童
集
会
で
は
、
環
境
委

員
会
の
仕
事
を
絵
や
ク
イ
ズ
に
し
て
発
表
し
、

環
境
委
員
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

集
会
委
員
会 

新
宮
領 

美
貴
・
二
川 

純
子 

 

集
会
委
員
の
活
動
は
、
児
童
集
会
の
企
画
・

運
営
、
児
童
朝
会
の
準
備
、
体
育
館
の
窓
の
開

閉
で
す
。
特
に
今
年
は
な
か
よ
し
集
会
に
力
を

入
れ
ま
し
た
。
全
校
児
童
が
仲
良
く
な
る
よ
う

な
ゲ
ー
ム
を
工
夫
し
、
み
ん
な
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 

保
健
給
食
委
員
会 

 

森
口 

真
規
子
・
古
山 

早
苗 

 

手
洗
い
石
け
ん
の
補
充
や
毎
日
の
給
食
黒

板
の
記
入
、
全
校
児
童
と
先
生
方
の
お
誕
生
日

を
記
入
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
毎
月
の
お
誕
生
日
給
食
で
、
お
い
し
い
デ

ザ
ー
ト
を
食
べ
て
お
祝
い
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
今
年
も
好
き
な
給
食
を
選
ん
で
も
ら

う
「
リ
ク
エ
ス
ト
給
食
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

ベ
ス
ト
10
に
選
ば
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
、
３
月

の
給
食
に
出
さ
れ
ま
す
。 

 飼
育
委
員
会 下

釜 

み
ど
り
・
湯
澤 

真
理
子 

昨
年
の
春
休
み
前
に
悲
し
い
お
別
れ
を
し

て
一
羽
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ウ
サ
ギ
小
屋
に
、

新
た
に
可
愛
い
子
ウ
サ
ギ
二
羽
を
迎
え
ま
し

た
。
ウ
サ
ギ
や
フ
ナ
の
お
世
話
を
通
し
て
「
命
」

と
向
き
合
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

長
期
休
業
中
な
ど
、
保
護
者
の
方
々
に
も
お

世
話
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

春
休
み
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て 

生
活
指
導
主
任 

武
井 

一
彦 

い
よ
い
よ
春
休
み
を
迎
え
ま
す
。
学
年
末
の

短
い
休
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、
進
級
、
進
学
を

控
え
た
大
切
な
時
期
で
す
。
次
の
こ
と
に
つ
い

て
ご
家
庭
で
話
し
合
い
、
安
全
に
、
ま
た
有
意

義
に
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

①
規
則
正
し
い
生
活 

 

早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
。
健
康
に
過
ご

せ
る
よ
う
、
ご
家
庭
の
約
束
を
作
り
ま
し
ょ
う
。 

②
学
年
の
振
り
返
り
と
、
新
学
年
の
準
備 

 

一
年
間
の
学
習
作
品
の
整
理
と
、
新
学
年
に

向
け
て
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。 

③
交
通
安
全 

 

交
通
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
特
に
自
転

車
の
飛
び
出
し
に
よ
る
事
故
に
は
、
十
分
気
を

付
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
道
路
で
は
遊

ば
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

④
不
審
者
等
の
被
害
の
防
止 

 

暗
く
な
っ
た
ら
、
子
供
だ
け
の
外
出
は
控
え

さ
せ
る
な
ど
、
被
害
防
止
に
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

（
外
出
時
に
は
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を
携
帯
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。）
住
所
や
電
話
番
号
を
聞
き
出
す

不
審
電
話
に
も
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。 

⑤
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
の
使
い
方 

 

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
練
二
小
ル
ー
ル
」
を
も
と
に
「
Ｓ

Ｎ
Ｓ
家
庭
ル
ー
ル
」
を
つ
く
り
、
有
害
サ
イ
ト

へ
接
続
し
た
り
友
達
を
傷
付
け
た
り
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
約
束
を
守
ら
せ
ま
し
ょ
う
。 

後
日
配
布
の
「
春
休
み
の
生
活
に
つ
い
て
」
も

参
照
し
、
よ
い
休
み
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

 



 学校評価アンケートを保護者、児童に１２月に実施しました。結果については以下のようになりまし

た。 

＜保護者アンケートの結果＞（児童数 323 名 回収数 194 名 回収率 60.1％） 

４：そう思う  ３：やや思う  ２：あまり思わない  １：思わない  ０：わからない 

【１ お子さんについて】 

学校生活を楽しいと感じていると思いますか。  友達と協力・共同して活動していると思いますか。 

４ ３ ２ １ ０ ４ ３ ２ １ ０ 

71.6％ 26.3％ 1.5％ 0.5％ 0％ 64.9％ 31.4％ 2.6％ 1.0％ 0％ 

 

他の学年の児童とよくかかわっていると思いますか。  基礎的・基本的な学力が身についてきていると思いますか。 

４ ３ ２ １ ０ ４ ３ ２ １ ０ 

46.9％ 39.3％ 7.7％ 1.0％ 5.1％ 45.6％ 46.1％ 5.2％ 2.1％ 1.0％ 

 

「早寝・早起き・朝ごはん」の習慣が身に付いてき

ていると思いますか。 

 「よく考え、行動する子」に育ってきていると思い

ますか。 

４ ３ ２ １ ０ ４ ３ ２ １ ０ 

51.5％ 40.7％ 6.2％ 1.5％ 0％ 27.8％ 58.8％ 10.3％ 2.1％ 1.0％ 

 

【２ 学校について】 

楽しい授業を目指し、努力していると感じますか。  基礎的・基本的な学力が身に付くように努力していると感じますか。 

４ ３ ２ １ ０ ４ ３ ２ １ ０ 

58.0％ 37.3％ 1.0％ 0.5％ 3.1％ 55.7％ 40.1％ 2.1％ 0.5％ 1.6％ 

 

豊かな人間性や社会性が身に付くように努力でき 

ていると感じますか。 

 友達と協力・共同して活動できるように工夫してい

ると感じますか。 

４ ３ ２ １ ０ ４ ３ ２ １ ０ 

60.3％ 37.1％ 0.5％ 0％ 2.1％ 71.4％ 27.6％ 0％ 0.5％ 0.5％ 

 

地域の方々とのかかわりを大切にした活動に努力していると感じますか。  体力の向上を目指して努力していると感じますか。 

４ ３ ２ １ ０ ４ ３ ２ １ ０ 

65.8％ 31.7％ 1.0％ 0％ 1.5％ 58.2％ 38.7％ 2.1％ 0.5％ 0.5％ 

 

本好きな子供を育てるための努力をしていると感じますか。  「よく考え、行動する子」を育てようと努力していると感じますか。 

４ ３ ２ １ ０ ４ ３ ２ １ ０ 

53.6％ 42.3％ 3.6％ 0％ 0.5％ 46.1％ 49.2％ 2.6％ 0％ 2.1％ 

 

安心・安全な学校体制を作る努力をしていると感じますか。  

４ ３ ２ １ ０ 

54.9％ 41.0％ 2.6％ 0.5％ 1.0％ 

 



＜児童アンケートの結果＞  ４：そう思う  ３：やや思う  ２：あまり思わない  １：思わない 

学校生活が楽しい。  友達と協力して仲良く活動できている。 

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

62.5％ 26.9％ 7.5％ 3.1％ 66.9％ 27.5％ 4.7％ 0.9％ 

 

他の学年と友達と話したり、遊んだりしている。  「早寝・早起き・朝ごはん」が、毎日できている。 

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

48.7％ 29.4％ 16.1％ 5.7％ 42.5％ 39.1％ 11.9％ 6.6％ 

 

楽しく勉強できている。  分かりやすく教えてくれている。 

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

57.2％ 30.6％ 7.8％ 4.4％ 75.9％ 17.5％ 5.0％ 1.6％ 

 

お世話になっている地域の方や保護者の方にあいさつをしている。  体力がついてきた。 

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

62.2％ 29.4％ 5.3％ 3.1％ 63.8％ 25.9％ 7.2％ 3.1％ 

 

読書が好きである。  「がんばった」「やりとげた」「楽しかった」と思うことがよくある。 

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

57.1％ 23.3％ 10.2％ 9.3％ 48.4％ 30.9％ 13.1％ 7.5％ 

 

自分から進んで学習している。  

４ ３ ２ １ 
 

46.6％ 33.1％ 14.7％ 5.6％ 

 

【結果から】 

まず、約 90％の保護者や児童が「学校生活が楽しい」と回答しています。日々の学校生活に対して大

半の保護者・児童が肯定的な捉え方をしてくださっていることに何よりも感謝いたします。 

友達との関わりについては、保護者の約 96％、児童の約 94％が肯定的意見です。昨年度のアンケート

結果と同様、本校の特徴でもある児童同士の仲のよさが顕著に出た結果となりました。異学年交流に関

しては、授業時数確保などのため、昨年度同様、交流の機会も少なくなっています。しかし、なかよし

タイムや交流給食など内容を吟味し、更に充実させるために計画的に実施している成果が出て、約 86％

の児童が肯定的意見でした（昨年度は約 83％）。 

学習面においては、「楽しい授業」について約 95%の保護者、約 88%の児童、「授業の理解」については

約 95%の保護者、約 93%の児童が肯定的意見でした。本校の学習指導について概ね高評価をいただくこと

ができました。しかし、児童の中には「体力」について約 10％、「学習に対する達成感・成就感」につい

て約 20%、「自主的な学習」について約 20%の児童が否定的な回答をしています。これらは、本校の児童

の課題でもあります。対応策として、日常的な体力向上の取組を計画的に取り入れたり、日々の学習の

中で「できる」「分かる」気持ちをもたせることができるような授業を行ったりできるように、教職員の

指導力を向上させていきたいと思います。 

 来年度も、本校の教育活動にご理解・ご協力をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 


